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「考えごとをしていた、不注意で事故を起こした」

青信号で横断中の小学生の列に車、女児２人けが

２０１５年１月１５日（木）１６時４５分

１５日午前７時１５分頃、長崎県の県道の信号機と横断歩道がある交差点で、集団登校中の

小学生６人の列に軽ワゴン車が突っ込み、５年生の女児（１１）が左足を骨折、３年生の女児

（８）が頭部打撲のけがを負った。警察は車を運転していた農業の女性容疑者（７５）を自動

車運転死傷行為処罰法違反（過失運転致傷）容疑で現行犯逮捕した。現場はで、６人は青信号

で横断歩道を歩いていた。容疑者は、「考え事をしていた。不注意で事故を起こした」などと供述。

★雪道がすべるのはあたり前、「すべること」を意識しましょう

★路面状況に応じて、十分な車間距離を確保しましょう

バック時は 降りて確認 乗っても確認

追突、玉突き事故事故を防ぐ

交差点手前で止まる時は車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

”ぼんやり”は、事故のもと、緊張感をもって！

赤信号交差点、停止寸前の車両に追突注意

午後5時 交差点、右折車に男性はねられ重体

２０１５年１月１６日（金）８時５分

１５日午後５時４０分ごろ、山形県の交差点で、横断歩道を渡っていた、歯科医師の男性（４５）

が、市職員の男性（５０）のワゴン車にはねられ、意識不明の重体。警察によると、ワゴン車が

十字路を右折した際、右から横断中の男性をはねた。ワゴン車は勤務先からの帰宅途中。

黒っぽい目立たない服装 高齢者はねられ死亡

［ ２０１５／１／１６ １４：２２ ］

岩手県で１５日午後７時半頃、高齢の女性が道路を横断中に車にはねられ亡くなった。現場

は女性の自宅の目の前で、片側１車線の直線道路だが、横断歩道はなかった。警察で事故の原

因を調べているが、女性は買い物をして帰る途中で、事故当時黒っぽい目立たない服装をして

いたとという。警察では「ドライバーは路肩に高齢者を見つけたらまず減速することが事故を

減らすことにつながる」と呼びかけている。

はみ出し 大型トレーラーと軽乗用車が正面衝突

１歳女児、車出火直前に救出 ママは助からず

２０１５年１月１５日（木）１３時３８分

１４日午後６時半ごろ、秋田県の国道で、会社員の女性（３４）の軽乗用車と会社員の男性

（５４）の大型トレーラーが正面衝突した。女性は病院に運ばれたが、約３時間後に死亡が確

認された。大型トレーラーの運転手にけがはなかった。警察や消防によると、警察官らが現場

に到着したとき、軽自動車の後部座席のチャイルドシートで長女（１）が泣いていた。女性と

長女を車から運び出した直後に車から出火し、間もなく消し止めた。長女は病院に運ばれたが

、けがはなかった。同署によると、現場は片側１車線の見通しの良い直線道路。どちらかが対

向車線にはみ出たとみて調べている。現場付近は約３時間半通行止めとなり、渋滞した。

クレーンの鉄骨が落下、男性下敷き死亡

［ ２０１５／１／１５ １７：４１ ］

１５日午前８時５０分ごろ、岐阜県の鉄骨建築会社の工場で、従業員の男性が鉄骨の下敷き

になり、死亡した。警察によると、長さ１．８ｍ、重さ５５０ｋｇの鉄骨１１本をワイヤーロープに掛け

、天井のクレーンでつり上げて移動させる作業中に突然、鉄骨が約１．２ｍ下の床に落下した。そ

ばにいた従業員の男性（４０）が鉄骨の下敷きになり、病院に運ばれたが間もなく死亡した。


